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皆
さ
ん
、

年
の
瀬
を
迎
え
あ
わ
た

だ
し
い
毎
日
で
す
ね
|

|
。

こ
の
時
期
は
、
火
弁
使
う
機
会
が

タタ
い
う
え
、
非
常
に
空
気
が
乾
燥
し

火
災
の
起
り
易
い
時
期
で
す
。

火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し

寝
る
前
に
家
族
み
ん
な
で
火
の
元
の

点
検
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ガ
ス
漏
れ
に
よ
る
事
故
も

増
え
て
い
ま
す
。
火
弁
」
消
し
た
つ
も

り
、
火
を
つ
け
た
つ
も
り
の

H

勘
違

い
H

や
H

煮
こ
ぼ
れ
り

円器
具
の
不

備
り
な
ど
が
ガ
ス
漏
れ
の
原
因
の
大

部
分
で
す
。
つ
い
、
ウ
ッ
カ
リ
は
危

険
で
す
。
ガ
ス
漏
れ
に
も
十
分
注
意

し
て
下
さ
い
。の

俊
阿
例

コ自ムムムム

み午 12防サ
ヰ後月 の J
な 828時 lL
で時日 間 Y
火 一(水) ン
り 1 を
否む 1F 
警 (1) と
C ま
ま す
し 了 τす す

よ
ベ
ノ
O

消
防
団
員
演
習
召
集
サ
イ
レ
ン

ロ
月
刊
ω
日
肘

午
前
8
時

よ
消
火
器
や
警
報
器
で
オ

ム
防
火
対
策
の
充
実
を
オ

火
の
始
末
に
十
分
注
意
を
払
っ
て

い
る
と
思
っ
て
も
、
見
落
し
は
あ
る

も
の
で
す
。
火
の
使
用
に
注
意
す
る

ば
か
り
で
な
く
、
消
火
器
や
警
報
器

な
ど
を
備
え
、
防
火
対
策
を
充
実
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

き
ち
ん
と
し
た
火
の
始
末
、
火
災

警
報
器
、
消
火
器
:
:
:
と
い
っ
た
二

重、

三
重
の
備
え
が
わ
た
し
た
ち
に

安
全
を
保
証
し
て
く
れ
る
の
で
す
。

墓
地
経
営
な
ど
は

許
可
が
必
要
で
す

無
許
可
墓
地
に
は
、
埋
葬
が
で
き

ま
せ
ん
。

新
し
く
墓
地
を
購
入
さ
れ
よ
う
と

す
る
人
も
、
十
分
注
意
し
て
下
さ
い

0

0
県
知
事
の
許
可
が
必
要
で
す
。

。
経
営
主
体
は

O
県
、
市
な
ど
の
地
方
公
共
同
体

O
宗
教
法
人
ま
た
は
公
益
法
人

な
ど
で
す
。
個
人
な
ど
に
は
、
原

則
と
し
て
許
可
さ
れ
ま
せ
ん
。

間
合
せ
先

生
活
環
境
課
衛
生
係
、

大
村
保
健
所
(
宮
③
2
1
9
3
)

骨
骨
⑨
⑧
⑧
⑧
⑧
⑧
⑧
⑨
⑧
⑧
⑧

ー
ー
王
手
氷
h
「
主
目
ι
〓
芝
ナ
ー
ー

乏
そ
一
会
w
p
u
u
|
コ一一口
J
そ
E
3
4
1

1
月
1
日
現
在
で
調
整
し
ま
す
。

係
の
人
は
含
ま
れ
ま
せ
ん

)

来
年
は
、
任
期
満
了
に
よ
る
農
業
委

O
昭
和
ぬ
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

員
会
委
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

れ
た
人

申
請
も
れ
が
な
い
よ
う
ご
注
意
下
さ

申
請
期
限

昭
和
問
年
1
月
刊
日

ω

提
出
先

農
業
委
員
会
、
各
出
張
所

資

格

を

有

す

る

人

問

合

せ

先

大
村
市
農
業
委
員
会

の

区

域

に

住

選

挙

管

理

委

員
会
、
農
業
委
員
会

所
が
あ
る
人
で
次
に
該
当
す
る
人
※
申
請
書
は
各
実
行
組
合
長
を
経
由

o
mア
l
ル

(
l
反
)
以
上
の
耕
作

し
て
資
格
の
あ
る
世
帯
へ
配
布
し

の
業
務
弁
明
宮
む
人
お
よ
び
同
居
の

ま
す
が
、
配
布
も
れ
や
資
格
が
あ

親
族
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
で
、

1

つ
で
も
実
行
組
合
に
加
入
し
て
い

年
間
に
お
お
む
ね

ω日
以

上

耕

作

な

い
世
帯
は
、

農
業
委
員
会
ま
た

の
業
務
に
従
事
す
る
人
(
内
縁
関

は
各
出
張
所
へ
申
し
出
て
下
さ
い
。

市民相談コーナー(広報公聴課)ですべて無料で行っています。お気軽にご相談下さい。
人権相談(5白川:00 '"'-' 15: 00) 
行政相談 (12日 9: 30 '"'-' 12: 00) 

登記相談。3日 9:30'"'-' 12:00) 
法律相談 。8日 10:00 '"'-' 15: 00) 

交通事故相談 (24日 10: 00 '"'-' 15: 00) 

厚生・国民年金相談 (25日 10 : 00 '"'-' 15: 00) 
不動産相談 (27日 13: 00 '"'-' 16: 00) 一一

叫刊~

ご協力下さ い)(工事中ご迷惑をおかけしますが、お手伝い住みよい郷土の※下水道

T
5
4I
月
の
定
例
相
談
日
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、b
k
ゆ
ず
り
含

L

S

年
末
・
年
始
の
受
通
安
全
県
民
運
動

η
月
引

B
i
1
月
叩
日

何
か
と
気
ぜ
わ
し
い
年
の
瀬
を
迎

え
る
と
「
つ
い
急
い
で
い
た
も
の
だ

か
ら
:
:
:」
こ
ん
な
事
故
が
増
え
て

き
ま
す
。

取
り
返
し
の

つ
か
な
い
重
大
事
故

を
起
し
て
は
大
変
で
す
。

運
転
者
も
歩
行
者
も
、
も
う

一
度、

交
通
安
全
に
つ
い
て
考
え
、
ゆ
と
り

と
ゆ
ず
り
合
い
の
心
で
事
故
の
無
い

楽
し
は
年
末
・
年
始
を
迎
え
ま
し
ょ

，司ノ
。子

供
と
お
年
寄
り
の

事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

子
供
や
老
人
は
思
わ
ぬ
行
動
を
と

む

勾窃怨鉛@ooo

仕事案内

おお市政だより(3) 

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
、

ゆ
と
り
あ
る
あ
な
た
の
運
転
が
と
っ

さ
の
事
故
を
防
、
ぎ
ま
す
。

家
族
団
ら
ん
の
ひ
と
と
き
、
交
通

安
全
に
つ
い
て
よ
く
話
し
合
い
ま
し

ト

i
F
A
，ノ。

飲
酒
・
暴
走
運
転
を

な
く
し
ま
し
ょ
う

忘
年
会
な
ど
お
酒
を
飲
む
機
会
が

多
く
な
り
ま
す
。
ま
た
「
正
月
だ
か

ら
少
し
く
ら
い
は
:::」

な
ど
と
勧

め
た
り
勧
め
ら
れ
た
り
し
て
い
ま
せ

ん
か
。

「飲
ん
、
だ
ら
乗
ら
な
い

・
乗
る
な
ら

飲
ま
な
い

・
乗
る
な
ら
飲
ま
せ
な
い
」

こ
の
三
な
い
運
動
を
徹
底
し
ま
し
ょ

う
。ーー

一
発

・
免
許
取
消
し
l
ー
で

は
割
に
合
い
ま
せ
ん
。

踏
切
り
で
の
事
故
を

な
く
し
ま
し
ょ
う

踏
切
り
で
は
、
必
ず
止
ま
っ
て
安

全
弁
』
確
か
め
て
下
さ
い
。

子
供
た
ち
が
、
線
路
で
遊
ん
で
い

る
と
き
は
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

!

2

9
d
 

控
訴

u
r
'μ
ぎ

安
全
運
転
管
理
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う

さ 過
せ 労 事
て運業
下転所
さ な で
いどの
。の運

事転
故管
防理
止を
を 強
徹化
底 し

叫

E
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工業統計調査にご協力を
12月31日現在で実施

(少しの酒でも死亡事故につながります)

製造業を営む事業所を対象に実施し、わが

国の工業の実態を明らかにすることを目的と

しています。年末年始にかけで調査員が伺い，

ますので、ご協力下さ い。 ~ ~ .o 二》
ー ト ー

問合せ先 企画課

飲んだら乗るな

一般事務
12月 29 日 (木)~ 1月3日(火)まで休み。

市民課
転入・転出 ・諸証明の事務は行いませ

んが、 出生 ・死亡 ・婚姻などの届け出

は、宿・日直で受け付けます。

税務 課
市税・国民健康保険税 ・住宅使用料の

収納事務を、税務課窓口で12月30日(封

午前中まで行います。

水道部
水道料金の納入は、休み中も午後 5時

まで、水道部窓口で取扱います。

図書館・史料館
1 2 月 28 日 (制~1 月 4 日 (制 まで休館。

12月25日(館内整理日)は、平常通り開

館します。

勤労青少年ホーム
12月28日(柑は、午後 5時閉館。

1 2 月 29 日 (木)~ 1月3日仇)まで休館。

1月4日(水)は、午後 5時間館。

市立病院
急患は、いつでも当直医師 (内科 ・外

科)が診療します。

小児科は、 12月30日(釦と 1月2日(月)の

午前中、診療にあたります。

一般家庭ごみ
12月30日(封まで行いますが、定期収集

の関係から、それ以前に最終日 となる

所がありますので、ご注意下さい。

不燃物
12月28日(水)までfTいます。

し尿汲取り
12月30日(釦まで行います。

12月に汲取った所は、小さな便槽で満

杯状態のものを除いては、再度の汲取

りはできません。

年始の収集業務
1月5日(木)から行います。

※乗るなら飲むな
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A 管ag品在 ご層心下Sい
型 理力まけ 意 a 
肝 にをもん し£且
炎 注おのを て F 可

7手sz雪E 続行しています
ノレ る な ま た い
ス い水手 。 分 す 染 入 や て 原 て肝を壇
は よを洗 次でる (れ食い菌こい炎中児現
血 うさい のすの経 た物るでれまが心童在
液 にけの 事 。 が 口 時 を 飲 汚 は す 広 に や

健 る 励 に 大成に口みさ、。が A 父保
尿 康行 十部染感に物れ病 つ型兄育

b むおお川"...."山川市:昭和58年12月15日=…山口.."山

園
民
年
金
保
険
料

納
付
済
証
明
書
を

発
行
し
ま
す

所
得
税
や
市
県
民
税
な
ど
の
、

確
定
申
告
に
添
付
す
る
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
済
証
明
書
を
発
行

し
ま
す
。

発

行

場

所

保
険
年
金
課
ま
主
係
、

各
出
張
所

持
っ
て
く
る
も
の

昭
和
町

・
四
年
i

度
の
領
収
書

糞
便
の
中
に
見
ら
れ
、
病
原
菌
が
体

内
に
入
っ
て
か
ら
発
病
ま
で
に
日

1

ω日
の
潜
伏
期
が
あ
り
ま
す
。

発
病
の
始
ま
り
は
発
熱
し
て
カ
ゼ

の
よ
う
な
症
状
か
、
ま
た
は
胃
が
悪

い
時
の
よ
う
な
症
状
で
、
食
欲
不
振
、

吐
き
気
、
臨
吐
、
王
刑
ま
た
は
便
秘
、

つ
い
で
倦
怠
感
、
尿
が
濃
く
な
る
、

黄
痘
な
ど
の
症
状
を
現
わ
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
症
状
が
あ
っ
た
場
合

は
早
急
に
受
診
し
て
下
さ
い
。

問
合
せ
先

生
活
環
境
課
衛
生
係

~w 
取
り
醸
し
家
屋
の

届
け
出
は
早
目
に

昭
和
日
年
度
の
固
定
資
産
税
の
課

税
は
、
昭
和
問
年
1
月
1
日
現
在
で

土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
を
所
有
し

て
い
る
人
に
課
税
し
ま
す
。

昭
和
団
年
度
に
課
税
さ
れ
た
家
屋

で
取
り
壊
し
(
一
部
取
り
壊
し
を
含

む
)
な
ど
を
さ
れ
た
場
合
は
、
届
け

出
を
し
て
下
さ
い
。

届
け
出
が
な
い
場
合
、
回
生
度
も

課
税
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

届
け
出
・
問
合
せ
先

税
務
課
固
定
資
産
税
係

※
す
で
に
届
け
出
て
い
る
家
屋
お
よ

び
回
年
度
中
の
家
屋
調
査
の
時
点

で
わ
か
っ
た
取
り
壊
し
家
屋
は
、

届
け
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

宍

Y
E旬
窃
包
怨
奮
亀
〈
し
ま
し
ょ
う

不
正
規
流
通
米
(
ヤ
ミ
米
)
の
売

買
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

違
反
す
る
と
売
っ
た
人
も
買
っ
た
人

も
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

0
稲
作
農
家
の
人
は
自
家
消
費
を
除

い
た
米
は
全
て
出
荷
し
て
下
さ
い
。

0
消
費
者
の
人
は
正
規
の
県
知
事
許

可
販
売
庖
で
購
入
し
て
下
さ
い
。

※
許
可
を
受
け
て
い
る
お
米
屋
さ

ん
に
は
全
国
統
一
の
看
板
が
か
か

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
お
米
屋

さ
ん
に
は
、
県
や
食
糧
事
務
所
の

職
員
が
随
時
、
巡
回
し
米
の
品
質
、

瞳士L まい重
、.... 訴すま量

。すな
の ど
で を
、厳

安し
心く
しチ
てエ
購ツ
入ク
でし
き て

清掃センターへ営業から出るゴミは

全国統一の看板

押
売
り
に
ご
用
心

大
村
警
察
署
(
宮
③
3
1
2
6
)

例
年
、

年
末
は
押
売
り
が
増
え
ま

す
。
最
近
、
市
内
で
は

o頼
み
も
し
な
い
の
に
、
水
子
供
養

と
称
し
て
玄
関
先
で
簡
単
な
お
経

を
あ
げ
て
祈
祷
料
を
要
求
さ
れ
た

O
ト
イ
レ
フ
ァ
ン
が
故
障
し
て
い
る

と
だ
ま
さ
れ
て
市
価
の
数
倍
の
値

段
で
買
わ
さ
れ
た

O
消
防
署
員
を
装
っ
た
業
者
か
ら
消

火
器
を
買
わ
さ
れ
た

O
路
上
で
車
か
ら
呼
び
止
め
て
、
背

広
や
貴
金
属
を
強
引
に
売
り
つ
け

よ
う
と
し
た

な
ど
の
被
害
が
増
え
て
い
ま
す
。

訪
問
販
売
や
祈
祷
な
ど
は
内
容
を

よ
く
確
め
て
、
必
要
が
な
い
場
合
は
、

は
っ
き
り
断
わ
り
ま
し
ょ
う
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
で
お
困
り
の
と
き
は
、

1
1
0番
へ
通
報
し
て
下
さ
い
。

※ 
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...今年も恒例のし虻漏電づくり(% 古町公民館) ~ミ
j古町白寿会のお年寄りがしめ縄づくりを開始。このし繍 Iブ，
iづくりは昭和33年から続いており、近所の人だちからも「お で
j年寄りがつくつだし位絹は縁起がいい」と喜ばれていま寸。 き

れ
ゲ たてだ鈴 い
ぶん下ち田 に

室長良露室奈
乞料~産学 υ
圭奉宍料園 ま
ヴ、仕応自 の し
￥で墜を皆 疋
トミ ク室役さ ~ I 

出リのに向 市
し |じ立方 盆
t 二ゆだ「 九
%ンうせ私 む

ら 山口:山口山口…日川

風
岡

!闘
刈
「

むおお市政だより(5) 

さ
っ
そ
く
家
庭
で
作
り
ま
す
(沼

市
民
会
館
)

健
康
を
考
え
た
漬
物
の
漬
け
方
講
習
会
、
ガ
開
ガ
れ
、
約

2
5
0
…

人
が
熱
山
に
受
講
し
ま
し
だ
。

4
句

、

e'

日頃の腕を競い合いました(労 中岳郷市育称)
県内からげチームガ参加して間伐・枝打ち競技会
ガ開かれ¥大村市森林組合チームは間伐の部でオ
(立(古賀利雄班〉枝打ちの部で3位(野口文夫班〉
と立派な成績を収めましだ。 一一・……ー…ー……砂

国
鉄
大
村
銀
を

守
り
ま
し
ょ
う

国
鉄
大
村
線
は
、
年
々
利
用

…

客
が
減
少
し
、
列
車
の
中
を
見

る
と
空
席
が
目
立
ち
ま
す
。

安
全
運
行
、
時
間
の
正
確
さ

な
ど
に
よ
り
通
勤
、
通
学
、
レ

ジ
ャ
ー
に
便
利
で
す
。
特
に
、

多
く
の
人
を
一
度
に
乗
せ
る
こ

叫
と
が
で
き
る
の
で
、

団
体
旅
行

な
ど
に
最
適
で
す
。

大
村
緑
は
み
ん
な
の
路
線
で

す
。
割
増
運
賃
、
民
営
な
ど
へ

の
譲
渡
な
ど
に
な
ら
な
い
よ
う

み
ん
な
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

ー
大
村
線
か
ら

フ
ル
ム
ー
ン
旅
行
ー

か
再
び
青
春
。
大
村
線
か
ら
、

フ
ル
ム
!
ン
の
旅
へ
出
発
し
ま

せ
ん
か
。

対
象
と
な
る
夫
婦

2
人
合
わ
せ
て
槌
歳
以
上

費
用

(
例
)

国
鉄
全
線
グ
リ
ー
ン
車
で

7
日
間

7
万
5
0
0
0円

刊
日
間

9
万
円

利
用
期
限

昭
和
日
年
4
月
初
日
開

問
合
せ
先

大
村
駅
(
宮
②
3
6
0
0
)

/ 

純国産エネルギー (限 りあるエネルギ-資源を効率的に使いましょう)※省エネは



(6) b むお

十中 昭和59年度

2 ;; 国臥鵬~æ@
り 顎 ，L.r.'iI-0i 
事 かz室主長き最
b た ば 寺 午、池 名
し ま 、、暴竹田
ニ位 ち常久明 松

;25日日

桜
馬
場
、
ふ
る

ま
ち
、
鈴
田
、

ひ
ま
わ
り

入
所
資
格

O
母
親
が
い
つ
も

働
い
で
い
る
人

O
母
親
が
い
な
い

家
庭

O
母
親一
が
出
産
、

心
身
に
障
害
の
あ
る
人
の

お

:.f 

日山"昭和58年12月15日 出山口"山口川

愛

」

寒
さ
が
だ
ん
だ
ん
厳
し
く
な
っ

て
き
ま
し
た
ね

c

こ
の
季
節
に
な
る
と
、
ひ
と
り

暮
ら
し
老
人
の
事
故
が
起
き
や
す

く
な
り
ま
す
。

ま
た
事
故
が
起
き
て
も
発
見
が

遅
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

市
で
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人

の
事
故
防
止
に
つ
い
て
、
関
係
機

の

病
気
、

と
き

O
母
親
が
い
つ
も
病
人
な
ど
の
看
護

に
あ
た

っ
て
い
る
と
き

O
家
庭
の
災
害
に
よ
る
と
き

O
そ
の
他

(
申
請
書
弁
参
考
に
し
て

下
さ
い
)

声ノ
関

・
団
体
な
ど
と
協
力
し
、
十
分

注
意
を
し
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
が
事
故
防
止
に
大
き
な

効
果
が
あ
り
ま
す
。
近
く
に
ひ
と

り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
場
合
は
、
愛
の

一
声
を
か

け
る
な
ど
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

連
絡
先

を
保
護
課
厚
生
係

対
象
と
な
る
幼
児

1
歳
1
5
歳
(
ふ
る
ま
ち
保
育
園

は
6
か
月
1
3
歳
未
満
)

雲
同
料

年
齢
別
に
よ
り
、
そ
の
世

帯
の
税
額
に
よ

っ
て
決
め
ら
れ
た

保
育
料
を
毎
月、

納
入
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

受
付
期
間

昭
和
日
年
1
月
刊
日

ω1白
日

ω

申
込
・
問
合
せ
先

福
祉
課
児
童
係

※
申
請
書
は
福
祉
課
お
よ
び
各
保

育
所
に
あ
り
ま
す
。

お
願
い

申
請
書
は
必
ず
、
保
護
者

が
持
参
し
て
下
さ
い
。

失
明
書
更
生
施
設

「
福
岡
光
明
寮
」

昭
和
閃
年
度
入
寮
生
を

募
集
し
て
い
ま
す

修
業
年
限
お
よ
び
募
集
人
員

あ
ん
ま

・
マ
ッ
サ
ー
ジ

・
指
圧
科

2
年
課
程

加
入

資
格

O
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
つ

て
い
る
人

0
日
歳
l
m
歳
前
後
の
人

O
新
制
中
心
字
校
ま
た
は
旧
高
等
小
学

校
を
卒
業
し
た
人
、
も
し
く
は
同

等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
人

O
視
覚
障
害
以
外
の
著
し
い
心
身
の

障
害
や
伝
染
病
を
持
た
な
い
人

申
込
期
限

昭
和
四
年
1
月
初
日
幽

申
込
・
問
合
せ
先

福
祉
課
福
祉
係

…fi
沼
舘
き
《
弱
含
du③

一

…
j
子
供
た
ち
の
幸
せ
を
願
う
j

一

家

庭

相

談

員

一

目

子

供

の
家
庭
に
お
け
る
養
育

相

ま

た

、
{
丞
庭
内
暴
力
や
長
欠
児
一

一
談
や
人
間
関
係
な
ど
の
ほ
か
、
性

童
の
問
題
も
多
く
「
親
が
も
っ
と
一

一
格
、
し
つ
け
、
家
族
の
関
係
、
心

子
供
の
性
格
を
知
り
、
養
育
し
て
一

叫
身
の
障
害
、
教
育
問
題
、
知
能
、

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
親
と
子
一

一
言
語
、
運
動
機
能
な
ど
児
童
福
祉
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
は
い
け
ま
由

一
の
問
題
に
つ
い
て
、
担
談
を
受

け

せ

ん

」

と、

今
の
親
に
対
し
て
の
一

一
て
い
る
の
が
塞
庭
担
談
員
で
す
。

注

文

も

チ

ヨ

ツ

ピ

リ

。

一

一
社
会
状
況
の
変
化
に
よ
り
相
談

「

や

は

り

、
自
分
の
子
供
は
親
が
一

{
内
容
も
複
雑
化
し
て
お
り
「
最
近
、

し
っ
か
り
育
て
る
の
が
一

番
で
す
。一

一
親
の
離
婚
に
よ
る
子
供
の
処
置
に
人
ま
か
け
で
は
ダ
メ
で
す
よ
。

一

目

つ
い
て
の
担
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

子
供
は
親
を
見
て
育
つ
の
で
す
か
一

…
離
婚
の
原
因
は
、
金
銭
の
貸
借
問

ら
。
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
頑

…

…
題
が
多
い
よ
う
で
す
ね
。
子
供
が
張
っ
て
下
さ
い
。

紅
世
紀
を
担
う
…

一
一
番
の
被
害
者
で
す
よ
」
と
話
す

素
晴
ら
し
い
子
供
た
ち
を
育
て
ま
一

一
相
談
員
の
悩
み
は
深
い
。

し

よ

う
」
と
呼
び
か
け
る
塞
庭
相
一

一

一
λ
、
ト

談
員
は
、
今

叶

a

，
F

A
V
 

一

ヴ

wf

日
も
子
供
た
い

一

J

ち
の
幸
せ
を
一

願
っ

て
活
動
目

し
て
い
ま
す
。
一

※
担
談
員
は
一

毎
日
、
福
叶

一

祉

課

で

相

一

一

談

に

応

じ

一

目

て

い

ま

す

。

一

お

量

に

一

ど
う
ぞ
。
一

(申込みは12月24日(土)ま です。問合せ先:福祉課社会係)※原爆被爆者 2世の健康診断



(7) 市政だより お お む ら 日二日日目 口 日 川 山 口 川山口川川;川

皆さんと福祉をつなぐ

国自白白 O 日自白白
が決まりました

12月 1日、コミュニティセ ンタ で厚生大臣から民生委員 ・児

童委員の委嘱状カ幸伝達されました。

これから 3年間、皆さんの生活に関するいろんな相談・指導・証

明事務など、皆さんと福祉をつなぐ窓口として活動していただき

ます。お気軽にご相談下さし3。

委 員 名 担当 地 区 委 員 名 担 当 地 区

植木 九州男 舟津 ・祝崎 ・蔦川内 和 田 j荷 松尾 ・横山頭

田 崎 ン 、y 釘ノ頭・日泊 ・山境 h田川 スミノ 坂口・坂口住宅

前田 イ ン 溝海陸陸東西 ・・ 海先網陸代中 中尾春枝 池田北

上野義成 連水蔵頭寺・中郷 ・硯出石 溝上恭造 池田南

松尾 ヨシカ 岩松 中 井政次 上諏訪 ・雄ケ原

虞 j頼政 和 小川内 ・平 陰山勝馬 下諏訪東

上野信子 中里上・ 中里下 坂本 タEヰヨ 下諏訪西

楠本英夫 内倉 ・古松 岩松 晃 池田新町九区

LlJ 口清武 陰平上 ・陰平下 孫 平七郎 池市予田言づ新也回田Tア十ノマ医ート ハ・ニキ東

本浦 稔 前船津・東浦 佐藤ナスヱ 池市常田J新也回田Tア十パ一ー医トイ・イ棟

中 村源柴 外浦小路 ・下久原 立花助春 諏訪一区

首藤昌史 上久原南・ 国病官舎 北 村雅己 東諏訪 ・中諏訪

森田良治 上久原北 谷 口 義 次 郎 諏訪七区 ・諏訪八区

浜崎マツ子 久原団地・ 久原住宅 田中敏男 乾馬場

中村沖太郎 久原第二団地 酒 井 定 夫 古町

錦 戸 貞子
後木土易下・向木場

西谷ツヨ子 古町五区木場 2丁目 ・木場上

田中 一 郎 岩須舟田住ノ宅木・ 日向平 井上 宏 古古田町丁ノ2、[寸乏'日西

柴 田 待1本小路 ・岩舟 前回躍二 中央町・ 乾馬場住宅

田中信子 草f-/J場、E告 .i也の士方 荒木惣太夫 水田 ・*田二区

田 中駒雄 片町第一 ・玖島町 西 山 俊行 杭抗出出r津章二田反医

株元マサエ 片町第二 ・幸町 福 井安雄 上杭出津 ・下杭出津

山 根 賓 本町第一 ・本町第二 石 丸 勝 一 辻田 ・新城

川 里 和 子 西西本本町田T第第一二 松崎 シスヨ 松山 ・協和町

北 野松代 東本町・ 旭町団地 相 川 隆一 宇西;~小11 1路1.'1士也・松山第一

朝長五十万 三城第一 峯 力 昭和通 り

)11 添勝 征 駅前ピル ・三城第二 松永六之介 松並 1丁目

田中 力 子 水主町・ 有楽町 小田 光 則 松並 2丁目 (北)

福田久栄 武部 和 崎イ ツ子 松並 2丁目 (南)

巨白ヨ 田 武 田ノ平 林 忠篤 丙丙大大村村本本田田TT第第二ー

池田 i詰穂 柴田・ 三城アパート 福田 巴 桜馬場 1丁目

溝 江久雄 大佐古 ・小佐古 原 口常 春 桜馬場第二

山口 好子 水田一区 ・向陽町 平田 冨貴子 本結l盲狩キiill2I ]l一"H円

山口 晃 荒平 ・7J<.計 長 井 申八郎 植松 3丁目東

松 尾 満 雄 赤佐古 ・徳泉川内 森 田 静 二 植松 3丁目西

安藤 忠 義 常盤団地 ・玖島江迎 福田加久男 植松住宅

岩固定男 宇大佐7多也武・ 城/尾 田 j宗カ メ 古賀島

委 員 名 担当 地 区

前本熊夫 荒瀬 ・原

宮 代 一 夫 宮代・田下

西川 F 疋~ 中岳 ・久良原

田中行則 南川内

吉松久人 北川内 ・黒木

永田千歳 富の原 1丁目

西 山 イ チ 富の原 2丁目

陣内 J申~山 黒丸町

松下信義 竹松町

宮 原寅作 鬼橋町

j善 江 農 小路口町

福重照夫 小路口本町

松田良知 竹小松路住口宅住宅

勝盛光子 土原界田[T1アパー トB・E棟

中村定市 今津町・原口町

井 上 信 一 原原口口ア住パ宅ートA・C・0"F糠

井子京子 竹松本町第 1

福添弘 子 竹松本町第2

泉 嘉子 大川田町

小中尾 重 巳 宮小路 1丁目

高辻 久次郎 宮小路 2丁目

岩永 直 人 :九己~-/電J、Z住各宅3lー同

左東 虎勝 沖田 ・寿古

- i頼昌代 今富 ・皆同

成 瀬 政 市 野田・ 重井田

山 口 次 男 立福寺 ・弥勅寺

内田 シスヱ 矢上 ・早場

伊東絹子 続梶本の尾・;卜宮f]地本

中 嶋 正美 南松本 ・北松本

品 辻土太郎 浦一区 ・浦二区

井上隆 善 梶久津の尾・寺本 山下

田中 辰 雄 北東木光場寺 今 11I

樋 上 忠一 北南里里子子岳岳 ・・ 聖平子原回

葉山 曇 武留路

健康で あかるい家庭を

築きましょう

※子育て電話相談室 2③4070 (毎週火・金曜日 午前10時~午後 5時)



山口口 昭和58年12月15日:ω 山川口山口:山川

日 @ 回 白 w b 2ク g 亡二二コ
l日 |当番医 17日 乳却兜健康相談

(日)1 (内)松井医院久原郷 宮 ③ 6624 (j() 保健所 ③ 9 : 30~10 ・ 00 ⑩ 8か月以上の乳児

(産・婦)福田産婦人科古町1丁目 宮② 61 2 4 鈴田出張所 9 ・ 30~ 11 : 00 ⑮乳幼児

2日 当番医 成人の健康相談

(月) (小)出口小児科諏訪 3丁目 宮② 22 5 2 鈴田出張所 13 : 30~ 15 : 30 ⑮血圧測定

(外・旺)山道医院 桜馬場2丁目 E③ 2305 18日 乳幼児発達相談 市役所 9 : 00~11 : 00 

3日 当番医 (水)妊婦教室 (3) 中地区公民館 13 : 00 ~ 16 : 00 

仇) (小)田川小児医院 東本町 宮② 4000 ⑮入浴のさせ方、育児用品のそろえ方ほか

(外・内)田崎医院古町 1丁目 E③ 1234 20日 4歳6か月児健康52査
6日 妊 婦 教 室 付 ) 中地区公民館 13: 00~ 1 6 : 00 G白 コミュニティセ ンター ⑧13 : 00~ 1 3 : 30 

(釦 ⑮はじ めて母親とな る心得、妊娠中の保健 ⑮昭和57年 6 月 生 まれ (57年 1 月 ~5 月生 まれで

健康相談 福祉セ ンター 13: 00~ 15 : 00 まだ受けていない人も受診して下さい)

⑮40歳以上(主婦・自営業者な ど)⑮血圧測定 ⑮母子健康手帳、問診票、お子さんの歯ブラシ

8日 当番医 健康相談 福祉セ ンタ- 13: OO~ 15 : 00 

(日) (内)松尾医院 玖島町 宮② 4412 ⑪⑮…6日(釦と同じ

(眼)楠木眼科東三城町 宮② 2711 22日 当番医

9日 乳幼児健康相談 竹松出張所 (日) (内)松永医院 古町2丁目 宮② 29 4 3 

(月) 9:30~ 1l :00 ⑮ 0 ~ 6 か月の乳児 (外・皮)中島外科 西三城町 宮② 38 7 5 

13 : 00~ 15 : 00 ⑮ 7か月以上の乳幼児 23日 乳幼児健康相談

10日 乳却児健康相談 (月) 三浦出張所 9 : 30~ 11 : 00 ⑮乳幼児

伏) 保健所 ⑧ 9 : 30~ 10 : 00 ⑩ 5~ 7 か月 の乳児 25日 妊婦教室 (4)中地区公民館 13 : OO~ 16 : 00 

福重出張所 1 3:30~ 15: 00 ⑩乳幼児 (制 ⑮乳幼児の環境と性格、家族計画

11日 妊婦教室(2) 中地区公民館13: 00~ 1 6 : 00 26日 3蹟児健康診査 コミュニティセ ンター

(水) ⑮妊娠中の栄養、お産について、妊婦体操ほか 休) ⑧ 9 :30~ 10 : 00 、 13 : 00~ 1 3 : 30 

12日 安⑮産母教子室健 市役所 9 : 00 ~ 11 : 00 (⑧9 : 30まで) ⑨昭和55年 7 月 生 まれ (55年 1 月 ~6 月生まれで

(村
康手帳、ズボン まだ受けていない人も受診して下さ い)

一般健康相談 市役所 13:00~16:00
⑮血圧測定、みそ汁の塩分濃度測定 ⑮母子健康手帳、問診票

15日 当番医 27日 4歳6か月児健康52査 コミュニティセンター

(日) (内)聖子口内科 西大村本町 宮② 2339 (劃 ⑧13 : 00~ 13 : 30 ⑮⑮ 20日日陰)と同じ

(外・内)原医院宮小路 1丁目 宮① 8427 29日 当番医

16日 当番医 (日) (内)琴尾医院 西三城町 宮② 2056 

(円) (内)藤井内科東本町 宮② 38 7 8 (外)松尾外科東本町 宮② 33 3 1 

(産・婦)福田産婦人科 古町 1丁目 E② 61 2 4 

略号の説明 ⑮対象者 ③受付 ⑮持 ってくる もの ⑮ 内容
当番医の診療時間 9: OO~ 18: 00 

※市役所での各種相談、教室は健康相談室で行います。

レントゲン俊診の結果
11 月 7 日 (月)~18 日 (釘実施のレン ト ゲ ン検診の結果は、 12月 15 日(村頃ま でに通知が届かな

かっ た人は、 異常ありませんでした。

大村湾沿岸ゴミ処理の結果
大村湾をきれいにする会 (1県4市9町 1民間)では、 10月30日(日)を基準日として沿岸の

ゴミ処理を行い、8，581人の参加により2∞ト ンのゴミを処理し、また大村支部でも18団体

1 ， 8 94人の参加により松原~i幕陸の清掃を行い、軽トラ ッ ク 112台のゴミを処理しま し た。

大村湾は、みんなのものです。大事にいたしましょ う。

※人間の いのちは大事粉石けん
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日
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月
4
日
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毎
週
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・
土
曜
日
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間

午
後
1
時

1
4
時

場
所
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民
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育
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対
象
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吾
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一
般
初
心
者
加
入

受
講
料

無
料
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ミ
ン
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申
込
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限

1
月
9
日
幽
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込
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問
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課
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F
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第
幻
回
大
村
市

少
年
剣
道
大
会
成
績

日
月
幻
日
間
、
8
6
2
人
が
参
/加

し
市
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

団
体
戦

(
ロ
チ
l
ム
参
ノ
加
)

①
微
神
堂
A

②
坂
口
A

③
諏

訪
A
・
諏
訪
B

個
人
戦

(
1
2
5
人
参
加
)

(小
学
3
年
生
)

①
飯
盛
修

一

②

松
尾
幸
治

③

早
川
政
宏

・
久
本
重
昭

(小
学
4
年
生
)

①
松
尾
億

②
玉
利
章

③

丞口田

啓
介

・
葉
山
憲
二

(小
ム
子

5
年
&
-
)

の
桜
山
毅
志

⑦
渡
辺
博

田
哲
也
・
松
尾
英
樹

(小
学
6
年生
)

①
深
水
清
行

②
小
浜
康
三

③

浅
井
達
也

・
森
浩
明

(由
A子
1
年
仕
-
)

①
楠
本
哲
夫

②
馬
場
久
勝

鬼
塚
真
治

・
柴
田
国
博

(申
a

学
2
年
生
)

①
釜
坂
義
徳

②
木
村
修
二

福
田
勇

・
中
川
信
彦

(申
・
学

3
年
生
)

の
弄
上
琢
治

②
池
田
英
治

松
尾
洋

一
郎
・
林
健
二

何
?

2 

ミユ

2手

⑮
⑧
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e
a
e
@⑧
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大
き
く
育
っ
た
錦
鯉
(
大
上
戸
川
)

市
民
憲
章
推
進
協
議
会
で
は
、
ん
の
目
を
楽
し
ま
せ
、
人
の
顔
が

円
住
脅
た
く
な
る
町
、
大
村
市
H

を
み
え
る
と
餌
を
ね
だ
る
ま
で
に
な

市
民
総
ぐ
る
み
で
創
造
し
て
い
く

つ
て
い
ま
す
。

た
め
に
皆
さ
ん
と
共
に
努
力
し
て
橋
の
上
に
は
、
無
人
販
売
の
餌

い
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
市
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
篤
志

の
中
央
弁
}
流
れ
る
大
上
戸
川
に
、

家
の
皆
さ
ん
か
ら
も
餌
な
ど
の
ご

自
然
を
守
り
豊
か
な
環
境
、つ
く
り
寄
贈
も
あ
っ
て
お
り
、
錦
鯉
の
世

の
モ
デ
ル
と
し
て
6
年
前
か
ら
錦
話
を
す
る
地
元
の
皆
さ
ん
も
感
激

v
 

鯉
の
放
流
を
続
け

て

い

ま

す

。

し

て
い
ま
す
。

今
で
は
、
錦
鯉
が
群
れ
泳
ぐ
よ
錦
鯉
は
、
み
ん
な
の
財
産
で
す
。

う
に
な
り
、
大
上
戸
橋
付
近
で
は
大
事
に
育
て
、
豊
か
な
自
然
を
守

体
長

m
mク
ラ
ス
の
錦
鯉
が
皆
さ
り
ま
し
ょ
う
。

③ ③ 

切手ゴマを
イ乍ろう/

③ 

約1ゼ万つ
ま
よ
う
じ

回切手を使って、手作りのコマを作ってみませんか。用意するも

のは、ハガキや封筒にはつである使用済の切手、それにハサミ、

コンパス、つまよ うじです。

図作り方は簡単。まず、切手の中心を決め、そこからコンパスで

円を書きます。円は、切手から 1センチく らい離したほうがい

いでしょう。

ご協力下さい)(歳末たすけあい運動に、明るいお正月を※みんなそろって
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国
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町
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番
目
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売
方
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一
般
競
争
入
札

現
地
説
明
昭
和
白
年
1
月
日
日

ω

午
前
日
時

入
札
日
昭
和
白
年
1
月
日
日
附

午
後
l
時
却
分

入
札
場
所

長
崎
財
務
部
(
長
崎
市
)

問
合
せ
先

長
崎
財
務
部
管
財
第
二

課

(
合
長
崎
⑫
4
2
7
1
)

県
立
経
営
大
学
校

学

生

募

集

資
格
O
高
校
卒
業
者
(
日
年
3
月
卒

業
見
込
み
弁
含
む
)
ま
た
は
、
同

等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と
知
事

が
認
め
た
人
。

O
県
内
で
農
業
に
従
事
し
よ
う
と
す

る
人
ま
た
は
、
農
村
地
域
に
お
け

る
指
導
に
従
事
し
よ
p

フ
と
す
る
人

で
心
身
共
に
健
康
な
人
。

定

員

加

入

修
業
年
限

2
年

応
募
方
法

応
募
書
類
(
農
業
経
営

大
学
校
、
農
業
改
良
普
及
所
お
よ

び
高
校
に
あ
り
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)
を
農
業
改

良
普
及
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提
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し
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下
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。

応
募
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和
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1
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目
的

試

験

昭

和
臼
年
1
月
お
日
嗣

農
業
経
営
大
学
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(
諌
早
市
)

問
合
せ
先
農
業
改
良
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所

盆
⑤

8
0
1
0
)
、
農
業
経
営
大
学
校

(宮
諌
早
⑥
1
0
1
6
)

未
納
の
市
税
な
ど
は

3
肉
E
Q
φ
a
b
h
wハヲ

年
末
は

一
年
の
締
め
く
く

n
f|
。

納
期
が
過
ぎ
て
い
る
市
税
、
国
民
健

康
保
険
税
、
住
宅
使
用
料
な
ど
は
、

年
内
に
完
納
し
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、
滞
納
市
税
な
ど
の
年
末

整
理
を
一
斉
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
年
末
は
窓
口
が
混
雑
し
ま

す
の
で
早
日
に
納
付
し
て
下
さ

い
。

ま
た
、
市
役
所
お
よ
び
各
出
張
所

は
、
ロ
月
mu
日
制
か
ら
年
末
休
暇
に

入
り
ま
す
(
税
務
課
の
窓
口
収
納
事

務
は
初
日
倒
の
午
前
中
ま
で
行
い
ま

す
)
の
で
、
そ
の
後
の
納
付
は
銀
行

や
農
協
を
ご
利
用
下
さ
い
。

昭
和
閃
年
度
建
設
工
事
関
係

経
営
事
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審
査
お
よ
び

入
札
参
加
資
格
審
査

昭
和
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年
度
に
経
営
事
項
審
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け
た
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日
時

昭
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1
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日
例
()

日
日
樹
お
よ
び
2
月
M
日
制
1
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指
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事
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審
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昭
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前
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場
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テ
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時
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所
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館
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団
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福
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熊
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、
長
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諌
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、
大
村
ギ
タ
l
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お
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ギ
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リ
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山
下
和
仁
ほ
か
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場
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学
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1
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大
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タ
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③
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仕
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叩
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円
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1
泉
対

却
マ
北
野
俊
子

(杭
出
津
2
丁

目

・
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女
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5
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特
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マ
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(
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》
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庭
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1
輪
な
一

向
社
会
福
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協
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会
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預
託

げ
ほ
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問

問
マ
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諏
訪
老
人
ク
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ブ
天
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会
1

文
化
基
金
へ

問

問

泉
の
里
へ
慰
問
と
タ
オ
ル
4
枚
、

マ
中
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公
民
館
利
用
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ー
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却
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ツ
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枚
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1
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却
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ト
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コ
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1
泉

円

…

¥
¥
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'
山
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期

戸
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仏
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符
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r
i

、
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へ

D
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険
険

加

邦

保
保

恒
例
屋
康
金
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健
年

E-{
疋
民
民

園
田
園

12月28日(樹

までです
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